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「アジアの共生」 国際シンポジウム 
【１】開催概要 
■「アジアの共生」国際シンポジウム 開催概要  
【テーマ】 
 「行動する国際人に求められるもの－5 大学国際共同遠隔授業「アジアの共生」からの知見－」 
【日時】 
 2006 年 12 月 16 日（土） 14:00～17：30 
【場所】 






 早稲田大学の呼びかけにより 2003 年にスタートした 5大学参加の国際遠隔共同授業「アジアの









































として、2005 年 7 月 25 日発行










講義１：East Asian Economic Development, Currency Crisis and Financial Cooperation [1] 
講義２：East Asian Economic Development, Currency Crisis and Financial Cooperation [2] 
 




 講義１：Recent Trends in Grobal Business Environment [1] 
 講義２：Recent Trends in Grobal Business Environment [2] 
 
３）Bhanupong NIDHIPRABHA 助教授（タマサート大学経済学部助教授 （タイ）） 
研究分野：マクロ経済、金融経済、国際経済 
 
 講義１：Urbanization Problems 







 講義１：East Asian Community(1) 
 講義２：East Asian Community(2) 
 
５）Zhang JUN 教授（中国経済研究センター所長、復旦大学経済学部教授（中国）） 
研究分野：中国の経済改革、産業経済学、 移行及び制度経済学 
 
 講義１：How Has China Integrated into the World Economy? 
 講義２：Can China’s Economic Growth Be Sustainable? 
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（３）講座実施状況 
 
◆2002～2003 年度実績：2003 年４月～７月（Phase1）、９月～11 月（Phase2） 
早稲田大学を含む 4大学によるオムニバス形式で実施。 
（受講学生： 63 名（Phase1）、61 名（Phase2）） 
 
◆ 2004 年度実績：2004 年８月～12月 




◆2005 年度実績：2005 年８月～12月 
2004 年度に引き続き、５大学の教員によるオムニバス形式で実施。 
（受講生 KU：25 名、NUS：８名、TU：８名、FU：39 名、早稲田：30 名 合計 110 名） 
 
◆2006 年度実績：2006 年８月～12月 
2005 年度に引き続き、５大学の教員によるオムニバス形式で実施。 
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【２】プログラム 
 
"What is An Active Global Citizen in Asia? Our Proposal Based on 4 Year 
Experiences of On-Line Joint Course, 'Coexistence in Asia'" 
 
Date: Saturday, December 16, 2006 
Time: 14:00-17:30 
Location: Korea University Business school's LG-Posco building 433, Korea University  
Sponsors: Korea University and Waseda University (Media Network Center and Distance-Learning Center) 
Support: Digital Campus Consortium 
 
================================ PROGRAM ============================= 
14:00-14:05 高麗大学より主催者挨拶 
高麗大学ビジネススクール：Jin Kyu Lee 教授 
14:05-14:10 早稲田大学より主催者挨拶 
早稲田大学遠隔教育センター所長：中野美知子教授 
14:10-15:10 基調講演「Innovation for Global Competitiveness in Samsung Electronics」















氏名 所属名 資格等 
Zhang Jun 復旦大学（中国） 教授 
Liyu Sheng 復旦大学（中国） 代表学生 
Shin, Mannsoo 高麗大学（韓国） 教授 
Kim, Boine  高麗大学（韓国） TA 
Nam Kwan-min 高麗大学（韓国） 代表学生 
寺田 貴 シンガポール国立大学 助教授 
柴本 翔 シンガポール国立大学 TA 
Juwita シンガポール国立大学 代表学生 
Bhanupong Nidhiprabha タマサート大学（タイ） 教授 
Nisanon Sintananopkun タマサート大学（タイ） 代表学生 
木下 俊彦 早稲田大学 教授 

























 Dr. Song, Ji Oh, Vice President, Samsung Electronics 





つまり Analog→Digital→Mobile へと変化させていった。 
【講演を聴く参加者】  
Apple 社－デザイン改革。コンピューターデザインをコンピューターデザイナーがしていた頃は最大２０ 


























  統御 →平等の文化 









  －平らで、大きく、薄いディスプレイ 
  －多機能、小さい/スリム、持ち運びやすい 
  －高速、広い周波帯 
  －サイクルが短いこと 
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（３）修了証授与及び学生発表 
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◆Prof. Mannsoo Shin of Korea University 
本日は、Lee 教授やサムソンエレクトロニクス社副社長より、韓国や日本の経営スタイルについて有意義
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な講義を聴くことができた。今回のシンポジウムを通して、皆さんが韓国文化や韓国食に興味を持っていた
だけたのなら幸いである。この２日間という短いワークショップは、「アジアの共生」の小さな一歩ではある
が、人々・企業・文化を理解するよい機会になったことと思う。このワークショップを計画し、準備に尽力
された皆さんに感謝したいと思う。 
